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○財務課長（加藤順一） 

 歳出の説明に入りますが、まず、全会計にわたります人件費につきまして、一括

してご説明させていただき、その後、議会費からの説明といたします。 

○総務課長（小宮好徳） 

 それでは、人件費についてご説明させていただきます。説明資料の９５ページを

ご覧いただきたいと思います。９５ページでございます。 

 各会計の平成２４年度決算における職員人件費一覧でございます。こちら各会計

別に記載させていただいておりますけれども、総人件費全体について、この資料で

ご説明させていただきます。 

 まず、特別職の給与につきまして、前年度に比較しまして、約６５０万円ほどの

増額となっております。こちらは平成２４年度も、前年度同様特別職の給与削減を

実施したところでございますけれども、削減方法等の変更等によりまして、今回、

増額となっているのでございます。 

 次に一般職でございます。まず最初に給料になります。前年度に対しまして、約

１４４万円ほどの増額となっております。これは主な要因としましては、職員が前

年度比１名増の１１４名分の給料となってございます。 

 職員手当でございます。前年度に対しまして、約１，１１４万円ほどの減額とな

っております。主な要因としまして、地域手当を７％から５％、２％引き下げた影

響でございます。 

 続きまして、退職手当組合負担金でございます。一般負担金につきましては、約

１１６万円の増額でございます。こちらは主な要因としましては、職員１名増の影

響でございます。 

 特別負担金でございます。こちらは平成２４年度定年退職１名、勧奨退職１名、

計２名に対応するものでございました。一般負担金と特別負担金あわせまして、前

年度に対しまして、約５７０万円余りの減額となってございます。 

 共済費でございます。こちらは基礎年金の拠出負担金率の引き下げに伴いまして、

約１４６万円ほどの減額となってございます。職員人件費総額といたしましては、

前年の比よりも約１，０１０万円余りの減額となっております。 

 平成２４年度人件費総額で９億１，０６５万１，７４４円となってございます。

なお、これからの各会計ごとの人件費につきましては、この決算説明を省略させて

いただきたいので、ご了承いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○事務局長（秋谷 勉） 

 事業別説明書２４、２５ページお願いいたします。決算書本書のほうは、４８、

４９ページになります。款項目とも議会費でございます。経常経費は省略させてい

ただきまして、説明書、事業名４の議員研修費です。県外行政視察研修として、小

水力発電に先進的に取り組まれた長野県松本市、自治会活動支援の先進地である同
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県池田町を視察した経費でございます。 

 次の５、臨時的一般管理費は、老朽化した議場のマイクを初めとする音響システ

ムの更新をした経費でございます。 

○総務課長（小宮好徳） 

 続きまして、決算書は５０、５１ページでございます。総務費の一般管理費でご

ざいます。経常的一般管理費でございます。主なものについてご説明させていただ

きたいと思います。 

 まず、交際費でございます。町長交際費、平成２４年度は８１件で、３７万５，

８００円でございました。また、業務量調査委託料２６９万８，５００円がござい

ます。こちらは町における業務の量及び特性を把握するために、適正な職員体制を

確保することを目的として実施したものでございます。 

 地域主権改革一括法関連法制事務支援業務委託料、こちらは地域支援改革一括法

に伴いまして、新規条例一部改正を制定いたしました。この業務については、歳入

でご説明させていただきましたけれども、神奈川県市町村振興協会から３分の２の

補助を受けてございます。 

 また、負担金としましては、県町村会や、郡町村会、また公平委員会事務委託費

負担金を支出してございます。 

 続きまして、職員研修関係費でございます。こちらは職員の資質向上のため、町

内研修会、神奈川県市町村研修センター等へ職員を派遣いたしました。説明書に記

載どおり、延べ２７１名を受講させてございます。 

 以上です。 

○自治活動応援課長（岩本浩二） 

 続きまして、決算書５２、５３ページになります。国際交流事業費、小学校２校

の５年生６クラスを対象といたしまして、国際理解授業の実施をさせていただきま

した経費となってございます。 

○総務課長（小宮好徳） 

 続きまして、情報公開関係費、個人情報保護関係費でございます。こちらは両方

とも足柄上５町で共同で審査会を開催し、委員等に対する報酬でございます。 

○自治活動応援課長（岩本浩二） 

 続きまして、広報広聴費になります。まちづくり情報特派員関係費、こちらにつ

きましては、まちづくり情報特派員の委嘱というような経費でございまして、情報

特派員に関しましては、広報かいせいへの特集記事の作成、発行した広報紙への評

価等をいただいてございます。 

 一つ飛ばせていただきまして、細節３の広報広聴関係費でございます。こちらに

つきましては、広報かいせい、広報かいせいおしらせ版、それと平成２４年度当初

予算の概要を記したおしらせ版増刊号を発行いたしました。また、災害等の緊急情

報をより多くの方に周知するということを目的といたしまして、ｔｖｋのデータ放

送を活用した情報発信を開始したものでございます。 
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 続きまして、細節４の広報刊行物制作事業費、こちらにつきましては、平成２５

年度版町民カレンダーの作成経費となってございます。 

○財務課長（加藤順一） 

 目財産管理費１、経常的一般管理費です。当初予算・補正予算の編成事務、地方

債の調整・借り入れ事務等を行ってございます。 

○総務課長（小宮好徳） 

 続きまして、庁用自動車管理費でございます。こちらは公用車の燃料代、点検代、

自賠責保険代等でございます。 

○財務課長（加藤順一） 

 財産管理費の地籍調査事業費です。震災による基準点による変動を補正するため、

今後使用が見込まれる基準点の改測、改算を行ってございます。 

 次のページをお願いいたします。財産管理費の続きです。公有地管理費です。官

民境界確定事務、他課の管理に属さない公有地の管理事務を行ってございます。 

 その下、公共施設整備事業費です。平成２４年度、新たに公共施設の建設、改修

その他の整備資金を積み立てるため公共施設整備基金条例を制定するとともに、同

基金を創設し、１億円を積み立てたものでございます。 

○企画政策課長（亀井知之） 

 決算書は５６ページになっております。企画費、行政改革推進委員会費でござい

ますが、行政改革推進委員会委員の報償費でございます。４回開催しております。 

 一つ飛ばしまして、情報ネットかいせい推進事業費でございます。電子自治体推

進への対応を図るため、パソコン、プリンタなどの必要な機器やソフトの賃借及び

修繕等を行うための経費でございます。 

 次の自転車のまちづくり推進事業費でございます。自転車のまちづくりを推進す

るために、町の商工振興会が実施するレンタサイクル事業の経費の一部を負担する

ほか、安全で快適なサイクルスポーツの楽しみ方普及を図るため、湘南ベルマーレ

のサイクルチームと連携し、教室を開催したものでございます。 

 次の第五次総合計画策定事業費でございます。第五次総合計画の策定に要する経

費で、総合計画審議会の報酬、計画（案）の作成、支援委託等に応じた経費でござ

います。 

 次の新エネルギー活用推進事業費でございます。町の特色を生かした新エネルギ

ー活用方策の検討と小水力発電の推進の可能性を調査する流量観測委託業務を実施

したものでございます。 

○危機管理担当課長（遠藤孝一） 

 諸費、防犯・暴力追放関係費です。町内各所の防犯灯の新設、維持管理を行い、

また、かいせい防犯まちづくり推進協議会を開催したほか、防犯研修や、キャンペ

ーンを実施いたしました。 

○総務課長（小宮好徳） 

 続きまして、表彰関係費でございます。こちらは町表彰条例に基づきまして、１
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月５日に開催しました表彰式関係の費用でございます。 

 一つ飛びまして、例規集等管理費でございます。法制執務を円滑に行うため例規

集等の追録等を行ってございます。 

○財務課長（加藤順一） 

 次の臨時的一般管理費です。林野一部事務組合からの収益配分金について、関係

する入会地組合、自治会に配分いたしました。前年に比べて２９０万５，７５０円

減となってございます。 

○福祉課長（遠藤伸一） 

 続きまして、過年度分国県支出金返納金でございます。がん推進事業に伴う疾病

予防対策事業、障害者医療費、保育所運営費等に対する過年度分の精算分を返納し

たものでございます。 

○危機管理担当課長（遠藤孝一） 

 交通安全対策費、交通指導隊関係費です。交通事故のない、安全で安心なまちづ

くりのため、交通安全教室、街頭指導、交通安全意識の普及啓発を実施いたしまし

た。 

 自転車安全対策事業費です。小学校の頃から交通ルールを覚え、正しい自転車の

乗り方を習得するため、子ども自転車運転免許講習等を引き続き行いました。 

 交通安全推進事業費です。自治会要望等に基づきまして、道路反射鏡を設置した

ほか、通学路・Ｔ字路表示・外側線・破線・停止線・止まれ表示の整備を行いまし

た。 

○企画政策課長（亀井知之） 

 資料２８、２９ページをお開きください。頭の経常的一般管理費は省略させてい

ただきまして、電算管理費の電算システム維持費でございます。町村情報システム

事業組合への負担金や、パソコン及びプリンタにかかる賃借料等を計上しているも

のでございます。 

○保険健康課長（田辺弘子） 

 ５、後期高齢者医療システム維持管理費、後期高齢者医療システムによる機器の

リースの１１カ月分でございます。既にシステムそのものにつきましては、町村会

の共同化ということで、システムは移行してございますけれども、リースの契約期

間が２５年２月までということで、契約変更で一時金が発生するために、リース料

についてはそのまま支払っておりました。その経費でございます。 

○教育総務課長（井上 新） 

 町民センター管理費、町民の学習活動の拠点として快適な空間を提供できるよう

に、施設維持に必要な各種管理委託業務。施設運営に必要な管理人、清掃員の雇用

をしております。 

 南部コミュニティセンター管理費、地域住民をはじめ、幼稚園やのびのび子育て

ルームの学習、学童保育の場として快適な空間を提供できるよう施設維持に必要な

各種管理委託業務を行っております。 
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○自治活動応援課長（岩本浩二） 

 続きまして、協働推進費になります。経常的一般管理費、こちらにつきましては、

非常勤職員の賃金、それと文化団体連絡協議会等各種団体への補助金となってござ

います。 

 続いて、男女共同参画推進事業費、こちらにつきましては、男女共同参画の推進

を図るために、啓発情報誌「かけはし」の発行、男女共同参画講演会等を開催して

ございます。 

 続いて、自治宝くじコミュニティ助成事業費です。こちらにつきましては、岡野・

金井島・下延沢・パレットガーデン自治会の備品整備に対する補助を行ってござい

ます。 

 続いて、行政連絡員関係費、地域の代表ということで、自治会長を行政連絡員１

３名を委嘱いたしまして、行政連絡員会議等を開催してございます。 

 続いて、自治会運営推進費でございます。こちらにつきましては、自治会交付金

の交付、自治会活動保険の保険料補助、岡野老人憩の家の耐震補強工事の実施、そ

のほか各地域集会施設の修繕等を実施いたしました。 

 続いて、成人式開催費でございます。新成人１５８人を対象といたしまして、成

人式を開催いたしました。 

 一つ飛ばしまして、８、文化祭開催費でございます。にぎわいとふれあいのある

文化祭をテーマといたしまして、芸能発表会、展示発表会に加えて、フリーマーケ

ット等を実施してございます。 

 続いて、あしがり学校開催費、こちらにつきましては、瀬戸屋敷にて「あしがり

学校」「蔵ひろば」等を開催してございます。 

 続きまして、町民活動応援事業費、協働のまちづくりを一層進めていくというこ

とを目的といたしまして、自発的、自主的に活動を行っていらっしゃる９団体の方

に資金的な支援を行いました。 

○税務窓口課長（鳥海仁史） 

 １ページおめくりください。総務費、徴税費、税務総務費、臨時的一般管理費で

ございますが、こちらは町内の土地につきまして、平成２７年度の評価替えを行う

ための委託事業になってございます。 

 次に、経常的一般管理費、こちらにつきましては、職員の旅費、消耗品、公用車

の維持管理等の費用の支出となってございます。こちらの中で家屋の評価システム

等のリースも見てございます。 

 次、賦課徴収費、経常的一般管理費、こちらにつきましては、住民税等の徴収を

効率的に行うため徴収嘱託員や徴収専門員を雇用したための経費となってございま

す。そのほかに、課税上必要な印刷物の印刷等の経費となってございます。 

 この中で歳入のほうでもご説明させていただきましたが、生命保険にかかる特別

返還金、こちらも県税分を含めた返還金として賦課徴収費の中でお返しをしてござ

います。 
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 次に、戸籍住民台帳費、戸籍住民台帳費、戸籍住民台帳費でございますが、１，

１２６件の住民移動届出による住民基本台帳の処理を行ったものでございます。そ

のほかに住基カード７８件の交付を行ってございます。 

 印鑑証明交付事務と、人口動態調査費については、こちらの説明書のとおりでご

ざいますので、省略させていただきます。 

○総務課長（小宮好徳） 

 続きまして、選挙費でございます。まず最初に選挙管理委員会費でございます。

こちらは提示登録を行うたびに、選挙管理委員会を開催したときの委員の報酬等で

ございます。 

 続きまして、一つ飛びまして、酒匂川右岸土地改良区総代選挙費でございます。

こちらは事務にかかる経費を計上しております。なお、この選挙は無投票でござい

ました。こちらは神奈川県から委託金で歳入してございます。 

 農業委員会選挙費でございます。こちらは本年の１月２７日執行の農業委員会選

挙に要した費用でございます。なお、この選挙も無投票でございました。 

 続きして、１枚おめくりいただきまして、決算書は７２、７３ページでございま

す。衆議院議員総選挙費でございます。内容については記載のとおりでございます。

こちらも執行経費につきましては、神奈川県から委託金で歳入しております。 

 以上でございます。 

○企画政策課長（亀井知之） 

 次に、統計調査費でございます。経常的一般管理費は省略させていただきまして、

次の基幹統計調査等統計調査費、決算書では７４ページになりますが、平成２４年

度に町が実施した学校基本調査等の統計調査にかかる調査員報酬、消耗品等の経費

になります。 

○保険健康課長（田辺弘子） 

 二つ飛びまして、民生費、社会福祉費、社会福祉総務費、国民健康保険特別会計

繰出金でございます。国民健康保険税の被保険者の保険税負担の軽減分等を国保財

政の安定化のための財政安定化支援事業、医療費の増大に対応するためのその他一

般会計分を国保会計に繰り出してございます。 

 続いて、３２ページ、３３ページになります。介護保険事業特別会計繰出金でご

ざいます。介護保険担当職員の給与、あと事務経費、あと介護保険給付法定分等で

ございますけれども、一般会計から介護保険事業の特別会計に繰り出してございま

す。 

 ３、後期高齢者医療事業特別会計繰出金でございます。保険料の軽減分と保険料

徴収等にかかる事務費の所要額を後期高齢者医療事業特別会計へ繰り出してござい

ます。 

○福祉課長（遠藤伸一） 

 続きまして、経常的一般管理費でございます。主には民生委員への活動費補助、

町社協への補助金でございます。 
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 続きまして、郡広域福祉センター関係費でございます。広域福祉センターの運営

経費補助に加えて、緊急通報装置の委託料を支払っております。 

 二つ飛びまして、民生費、経常的一般管理費でございます。老人クラブ連合会、

１０単位クラブへの補助金でございます。 

 老人福祉事務費、これは敬老祝金の支給の費用でございます。各節目ということ

で、１８３名に支給をしてございます。 

 一つ飛ばしまして、緊急通報システム給付事業費でございます。２５台保有して

おります、それの点検リース費用でございます。 

 続きまして、シルバー人材センター関係費、開成町シルバー人材センターへの補

助金でございます。 

 続きまして、介護用品購入費助成事業費でございます。紙おむつの在宅の要介護

者に対する購入費の助成でございます。 

○保険健康課長（田辺弘子） 

 ７、後期高齢者医療広域連合関係費でございます。広域連合に関する事務費負担

金と定率市町村負担金、一般被保険者の療養給付費の１２分の１でございますけれ

ども、支出してございます。 

○福祉課長（遠藤伸一） 

 二つ飛びまして、１０番、成年後見利用支援事業費でございます。成年後見を２

名行っておりまして、その手数料、あと２３年度に２名やりました後見人の報償費

を支払ってございます。 

 続きまして、高齢者等虐待防止事業でございます。この中で開成町高齢者及び障

害者等虐待防止ネットワーク協議会を立ち上げ、１回、会議をしてございます。 

 続きまして、老人保護措置事業費でございます。高齢者虐待等による緊急避難の

ためにやむを得ない措置ということで、特養等の費用を町が支払っております。 

○保険健康課長（田辺弘子） 

 １３、介護予防支援事業費です。平成２４年３月分の介護予防プラン作成の介護

報酬について、町から委託事業者へ支出してございます。 

 １４、地域高齢者支え合い・介護予防・健康づくり推進事業費です。地域支え合

い体制づくり補助金事業として、高齢者の健康づくりや介護予防のための運動の普

及活動等の事業を実施するため、消耗品やＡＥＤ、自動血圧計を入手しております。 

○福祉課長（遠藤伸一） 

 続きまして、社会事業費、人権擁護関係費でございます。人権講演会、啓発活動

を行っております。援護業務関係費は省きまして、次のページにいきます。 

 慰霊祭関係費でございます。２４年度においては、開成町で単独での町戦没者慰

霊祭の実施費用でございます。 

 二つ飛びまして、障害者福祉費、地域生活支援事業費でございます。報償費につ

きましては、手話通訳者の派遣でございます。サービスにおきましては、日常生活

用具補助３９件、扶助費の中身としましては、訪問入浴サービス事業１名、３７回、
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移動支援事業につきましては１０名、延べ１，１４６時間分、日中一時支援事業に

つきましては１３名、４１０回分でございます。住宅設備改良については２件の補

助でございます。 

 続きまして、重度障害者等年金給付費でございます。重度障害者の方に対する年

金給付で一人１万２，０００円ということで、２４年度からは年齢要件、所得制限

を入れまして、対象者は７０名となってございます。 

 続きまして、重度障害者医療費支給関係費でございます。重度障害者が医療機関

に保険診療を受けた際の自己負担分について助成をしております。年間延べで５，

７１１件でございます。 

 続きまして、障害児童訓練関係費でございます。５町共同で行っています「ひま

わり」訓練会への分担金でございます。 

 一つ飛びまして、６、福祉タクシー利用助成事業費でございます。これは電車、

バス等の公共機関を利用するのが困難な重度障害者に対する助成でございます。２

４年度より所得制限等を入れまして、対象者は６８名となってございます。 

 自動車燃料費助成事業費でございます。重度障害者で、自ら自動車を運転する方

の燃料費助成でございます。対象者は９名でございます。 

 続きまして、身体障害児、者補装具給付費でございます。電動車椅子、あるいは

補装具等の購入、修理費用でございます。２４年度は４７件支給してございます。 

 続きまして、経常的一般管理費でございます。主には障害児者、歯科二次診療事

業、これは２市８町の共同事業でございますが、それの負担金、同じく２市８町の

共同でございますけれども、障害者就業生活支援センター「ぽけっと」への負担金

でございます。 

 続きまして、自立支援給付事業費でございます。これは障害者自立支援法に基づ

く障害サービス費、入所施設１９名、通所利用６２名、在宅サービス利用３１名の

給付費でございます。 

 一つ飛ばしまして、１２番、地域拠点事業所配置事業費でございます。これは重

症心身障害児、者高次脳機能障害者等の事業所サービスへの結びつけを行うための

もので、２市８町の共同事業として行っております。県の補助金を２分の１受けて

ございます。その負担金でございます。 

 続きまして、新事業移行促進助成事業費でございます。これにつきましては、こ

れまで上郡各町個別で運営していた地域作業所、５カ所ございますけれども、開成

町の「れんげの会」も含めて、２４年４月に合併をいたしまして、障害者自立支援

法の障害福祉サービス事業所に移行いたしました。それに対する５町共同での補助

金の開成町負担分でございます。 

 次の３６、３７ページでございます。自立支援医療給付費事業費でございます。

これは更生医療に対する医療費給付対象者４名でございました。 

 続きまして、地域作業所運営費負担金精算金でございます。「合力の郷」につき

ましては歳入でも申し上げましたけれども、１０月に移行をいたしましたので、そ
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の分について、開成町が幹事をしておりますので、一旦開成町に返ってきたお金を、

他の４町に返還をしているものでございます。 

 続きまして、福祉会館管理費でございます。内容としては指定管理、一般の管理

料、福祉会館利用料の減免補償費で、これは協定書に基づくものと、修繕としまし

ては、ボイラーの貯湯槽の制御器取替えを行ったと、そのほかにまず、空調機器の

夜間電力を使っておりますけれども、現在のチラーの騒音の関係で、昼間の電力を

使用していますので、電気料超過分の補てん、そのほかには福祉会館の土地の借地

料等でございます。そして、もう一つ、２４年度においては、福祉会館空調システ

ム改修にかかる実施設計等委託料も含んでございます。 

 次に、児童福祉費に移ります。一つ飛ばしまして、ひとり親家庭等医療費助成事

業でございます。ひとり親家庭の親と子どもを対象に、医療費の自己負担分を助成

をしてございます。１２３世帯でございます。 

 小児医療費助成事業費でございます。小児に対する医療費の自己負担分の助成を

しております。延べ人数は１，０９８名でございます。 

 経常的一般管理費、この中身は母子家庭援助費補助金でございます。第１子１万

円、２子がございますと３，０００円の加算ということで、９５世帯ということで、

２４年度で廃止した事業でございます。 

 続きまして、放課後児童対策事業費でございます。これはいわゆる学童保育に対

する補助でございまして、各小学校区１カ所ずつということで、延べで１，５３２

名の児童が利用をしてございます。 

 続きまして、次世代育成支援対策事業費でございます。これは次世代育成対策地

域行動計画後期分の進捗管理をする協議会、１回実施をしておる報償費でございま

す。 

 児童措置費、経常的一般管理費でございます。民間保育所振興費補助金、あるい

は保育対策促進事業費補助金、これは延長保育、休日保育に対する補助でございま

す。次世代育成対策交付金は、一時保育に対する交付金でございます。また、子育

て支援センターに対する補助金もここに含んでございます。 

 続きまして、保育所入所児童委託費でございます。これは認可保育園に措置をし

て入っている方に対する保育の委託料でございます。民間の保育所、町外も含めて

２０園、公立保育園、町外２園、合計で３，６３２人に対応してございます。 

 続きまして、要保護児童対策事業費でございます。養育支援訪問事業を実施して

おるということで、延べ７０回の訪問を臨時の保育士さんが対応をしてございます。

あとその中で要保護児童対策地域協議会を実施しております。２４年度におきまし

ては、代表者会議、実務担当者会議に加え、研修会を実施しております。 

 続きまして、子ども手当関係費でございます。中学生までの児童に対する子ども

手当の支給ということで、延べ人数で２万９，３８１人に対応をしてございます。 

 続きまして、障害児通所支援給付事業費でございます。児童福祉法に基づく障害

児通所給付サービスに対する補助でございます。障害児相談支援７名、児童発達支



－３８－ 

援１６名、放課後等デイサービス１６名、保育所等訪問支援事業５名でございまし

た。 

○保険健康課長（田辺弘子） 

 続いて、衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費、経常的一般管理費でございます。

一般的な管理のものと、あと各種関係協議会等への負担金及び休日急患診療所、広

域二次病院群輪番制度等にかかる負担金を支出してございます。 

 続いて、３８ページ、３９ページになります。３、健康づくり推進費になります。

「健康増進計画」の推進に関する健康づくり推進協議会の委員報酬や、健康普及員

の活動や歩こう会、あとその他の健康教育保健指導にかかる講師等への報償費、賃

金を支出してございます。 

 また、委託料として、食生活改善推進協議会に対して委託料を支出してございま

す。 

 一つ飛ばしまして、５、保健センター業務費になります。保険センターの維持管

理を行うための消耗品等でございますけれども、保健センターの障害者用トイレの

改修工事といたしまして、ウォシュレット機能付きの便座と、あとトイレのドアの

改修工事を実施しております。 

 続いて、予防費、１、保健予防事業費になります。メタボリックシンドロームや

生活習慣病予防の教室や健康相談を実施するための栄養士等の賃金・報償費を支出

してございます。 

 あとがん検診等といたしまして、五つのがん検診、あと特定年齢のクーポン券に

よる無料検診を実施しております。 

 また、地域医療等の充実を図るために、足柄上医師会や足柄歯科医師会に負担金

を支出してございます。 

 ２、感染症対策事業費になります。感染症予防法及び予防接種法による定期の予

防接種等を集団と個別方式で実施しております。 

 まず、集団接種ですけれども、８月までポリオの生ワクチンということで、集団

接種を３回ほど実施しております。 

 ②といたしまして、個別接種、定期接種の部分については、不活化のポリオワク

チン、三種混合、二種混合、あと四種混合というような形で個別接種を実施してお

ります。 

 また、「子宮頸がん等のワクチン接種緊急促進事業」に基づきまして、子宮頸が

んの予防ワクチン、中学１年生から高校１年生までの女子に対して３回、小児肺炎

球菌ワクチン、ゼロ歳から４歳までに４回、ヒブワクチン等を公費で実施しており

ます。 

 ３、母子保健事業費になります。妊娠、出産、育児に対する各種事業（妊婦教室

や、離乳食講習会など各種教室、相談事業、乳幼児集団検診等）を実施するための

賃金報償費を支出してございます。 

 また、緊急雇用補助金を利用して、新生児訪問事業等の保健師の賃金を支出して
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ございます。 

 また、母子健康手帳と妊婦健康診査等の補助とあとお誕生前の個別健診等の費用

を支出してございます。 

○環境防災課長（田中栄之） 

 続きまして、３目、環境衛生費、１経常的一般管理費、主としまして、足柄上衛

生組合、足柄西部清掃組合、県西地域広域斎場建設協議会等に対する経費を負担し

たものでございます。 

 続いて、以降ごみの関係ですけれども、こちらにつきましては、こちらの歳入歳

出決算書説明資料の９７ページのほうから各種数値につきましては個別に掲載をし

てございますので、そちらのほうも参考にしていただければと思います。 

 もえないごみ処理事業につきましては、もえないごみを委託業務により収集処理

をするとともに、紙・布類・カン金物類、粗大ごみ等につきましては、リサイクル

処理をしたものでございます。 

 もえるごみ処理事業費につきましては、もえるごみを焼却処分したもの、それか

ら既存のごみ置き場５カ所を整備したものでございます。 

 ごみ減量対策事業費につきましては、一般家庭から排出される紙・布類等の収集

及び資源化を実施したもの。また、電動式生ごみ処理器に対する助成を行いました。 

 ５番、みどりの資源化事業費、こちらは開成グリーンリサイクルセンターにかか

る施設及び用地に対する賃借料でございます。 

 続いて、４０、４１ページに移ります。し尿処理関係事業費としまして、し尿処

理を委託業務により収集・運搬を実施したものでございます。 

 ７番、環境対策事業費、こちらは環境美化意識の向上と啓発のために、地域住民

等のご協力をいただきまして、かいせいクリーンデーを実施したものでございます。 

 また、住宅に太陽光発電システムを設置する者に対しましてその費用の一部を助

成させていただきました。 

 二つ飛ばしまして、１０番、きれいなまちづくり推進事業費ということで、環境

防災フェアを開催したというのが主な事業の内容になってございます。 

○産業振興課長（池谷勝則） 

 続きまして、款農林水産業費になります。農業委員会関係費になります。こちら

につきましては、農業委員会総会を通じて、農地法に基づく許可、届出等の適正な

事務処理を行ったものでございます。 

 続きまして、目、農業総務費になります。事業名３番、緑のネットワーク事業費、

こちらにつきましては、あじさいの剪定、施肥及び植替え等のあじさいの里の維持

管理を行うとともに、あじさいの里親制度の普及に努めたものでございます。 

 目農業振興費になります。事業名３番、育苗センター管理費、こちらにつきまし

ては、育苗センターの維持管理を行い、農家の負担軽減を図ったものでございます。 

 事業名８番になります。戸別所得補償事業費になります。こちら農業者戸別所得

補償事業における農家の窓口として農家情報の整備等の事務を行ったものです。 
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○街づくり推進課長（熊澤勝己） 

 続きまして、目、農地費、１の経常的一般管理費は飛ばしまして、２の土地改良

事業費です。歳入でも説明しました。県補助であります、「農とみどりの整備事業」

を活用しまして、上島地内の農業用排水路改修工事を実施いたしました。 

○産業振興課長（池谷勝則） 

 続きまして、４２、４３ページをお開きください。商工費になります。目商工振

興費になります。事業名１、街路灯維持費、こちらにつきましては、商店街街路灯

の管理に努めました。 

 続きまして、消費者保護対策推進費になります。こちらにつきましては、南足柄

市消費者センター及び消費者の会への負担金を支出したものです。また、消費者被

害の救済と被害の防止に努めたものでございます。 

 続きまして、中小企業小口融資資金関係費になります。こちらにつきましては、

町内の中小企業者が円滑に事業資金を確保できるように、中小企業の経営安定に努

めたものでございます。 

 続きまして、阿波おどり推進事業費になります。阿波おどりの推進のために、実

行委員会及び連協会へ補助金を交付したものでございます。 

 経常的一般管理費、こちらにつきましては、商工振興のために、町商工振興会へ

の補助と勤労者の生活安定のための住宅取得の一部利子補助及び中小企業従業員の

雇用安定のための退職金の一部補助を行ったものです。 

 続きまして、目観光費になります。事業名２、あじさい祭実施事業費、こちらに

つきましては、観光資源である「あじさい」を核といたしまして、町民参加のもと

の祭を開催し、第２５回記念大会として実施したものでございます。 

 続きまして、あしがり郷瀬戸屋敷維持管理事業費になります。都市住民と地域住

民との交流施設、生涯学習施設及び観光拠点の施設として適正な維持管理を行った

ものです。 

 あしがら花火大会推進事業費、こちらにつきましては、開成町、松田町両町が連

携し、実施した花火大会への補助であります。 

 緊急雇用創出事業費になります。雇用創出による生活安定を目的とし、あじさい

祭・ひなまつりでの交通誘導業務を実施したものです。 

 ６、瀬戸屋敷指定管理者導入可能性事業費、瀬戸屋敷のこれまでの実績や管理運

営の実情を踏まえて、瀬戸屋敷でのサービスの向上と管理運営の方向性を整理し、

指定管理者制度を導入した場合、どのような活用効果があるかを調査検討したもの

です。 

○街づくり推進課長（熊澤勝己） 

 土木費です。土木管理費、土木総務費の経常的一般管理費、道路照明の電気代、

関係団体への負担金及び十文字橋災害復旧にかかる償還分負担をしました。 

 道路橋りょう費の道路維持費、利用者が町道を安全で快適に利用できるよう、ま

た適正に管理するため、町道の維持管理・補修を実施いたしました。 
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 駅前公園等の清掃・維持管理等の実施。道路の維持管理としまして、路面補修や

防護柵等の補修２６カ所、町道１００号線歩道整備・町道１１８号線・町道１１９

号線等の舗装工事を実施しました。 

 道路緑化維持管理費、町道の緑化環境維持のため、植栽等の剪定・除草・消毒等

実施です。 

 続きまして、町道改良事業費、町道の拡幅整備に伴う交通の円滑化と狭あい路線

の整備により安全で安心な生活環境の形成と維持を目的としまして整備を行いまし

た。 

 都市計画道路、和田河原開成大井線歩道拡幅工事・連絡道路築造工事・５号調整

池進入路整備工事・町道１３８号線物件補償調査・町道２３５号線不動産鑑定、分

筆測量、用地買収・町道２０８号線等の事業を実施しました。 

 河川費、河川維持費、良好な河川環境のための水路護岸補修・浚渫工事等２０カ

所・雨水調整池及び西口駅前ポンプ点検や二級河川堰修繕工事、水害未然防止対策

として水路改修工事及び洪水防止のため南部地区土地区画整理事業区域外に調整池

の整備を行いました。 

 都市計画費、一つ飛ばしまして、３の経常的一般管理費としまして、都市計画関

連の各種事業を適正かつ効率的に運営するための各種団体への負担金、町道整備計

画立案のための住環境整備マスタープランの策定を行いました。 

 ページをめくりまして、４４、４５ページです。南部地区土地区画整理事業支援

事業費です。開成町南部地区土地区画整理事業に伴う国庫補助金の町負担分及び、

整理事業助成規則に基づく町助成金を支出いたしました。 

 都市計画防災対策推進事業費、耐震診断及び耐震改修工事費の一部を助成いたし

ました。 

 細節６の都市計画等変更事業、都市計画の決定、変更及び県との連絡調整に関す

る事務。都市計画法第６条に基づき「都市計画基礎調査業務委託」を実施いたしま

した。 

○上下水道課長（石塚和己） 

 続きまして、下水道費、下水道事業特別会計繰出金です。主に下水道事業債の元

利償還金に充てるため、一般会計から下水道事業特別会計に繰り出したものでござ

います。 

○街づくり推進課長（熊澤勝己） 

 続きまして公園費です。公園管理費、町民の憩いの場である公園（３０カ所）を

年間を通じて適正に維持管理を行いました。あわせて、計画的公園整備のための松

ノ木河原公園整備を実施いたしました。また、公有財産購入費として、松ノ木河原

多目的広場用地の購入を行いました。 

○財務課長（加藤順一） 

 決算書は１１２ページです。項、住宅費、目、住宅管理費、住宅維持管理費です。

３団地、４棟、５２世帯分の町営住宅の維持管理経費です。２４年度中の２件の退
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去に伴う居室のクリーニング等のリフォーム工事、円通寺団地の物置屋根塗装工事、

同じく円通寺団地４室の浴室塗装及び防水工事を実施してございます。 


